	性暴力・倫理違反をテーマに

「出前講座」をお引き受けしま～す！

取材も応じています　


講  師 ： EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くろの),玄野)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけと),武人)　（ＭＳＶネットワーク主催・男性サバイバー）

連絡先 ： メールアドレス：ranka222@kitty.jp　（先ずはメールでご連絡ください）
　　※ホームページ：「If He Is Raped」 http://www.comcarry.net/~genbu/index.html
	（１）「少年・男性にたいする性暴力」
男性で性的被害を受けた当事者（男性サバイバー）の立場から、少年・男性に対する性暴力の現状、支援と快復、自助グループ、男性と女性のサバイバーの違いなどをお話します。
（２）「性被害者支援における援助職の倫理違反の実際とその解決策」
近年、報道や裁判を通じて、性被害者を支援している精神科医・カウンセラー・弁護士・倫理委員会などが、二次被害や倫理違反・セクハラなどの被害をあたえた事件が伝えられるようになりました。援助職にとっては、倫理によく通じていることが、性被害者のみならず、援助職自身を守ることになります。性被害者の立場からこのような二次被害や倫理違反の解決策について提言します。
（３）「平和学のすすめ！」
平和学は、身近な暴力から戦争までを解決・転換するために、20世紀後半に誕生した学問です。「戦争こそ最大の子どもの虐待」。虐待や性暴力とあわせ、「戦争のなくし方」にも取り組みましょう。




【講師プロフィール】

　少年時代などに複数の性被害を受けた体験をもとに、男性（少年）にたいする性的虐待をテーマとしたホームページ「If He Is Raped」を、2001年に開設。同年、ホームページに集まった仲間と男性バイバー（男性の性被害者）のための自助グループ「ＲＡＮＫＡ」（ランカ）を共同で立ち上げました。2005年、カナダのカウンセラーのリンダ・ジンガロ氏を京都に招いて、日本ではじめての男性性被害の講座を開催。男性にたいする性暴力を学会で紹介したいという精神科医のグループから、性的被害と研究被害を受けたことで、他の同じような被害者たちとの交流がはじりました。回復に取り組んで10年余。現在はスピーチ活動、執筆、ワークショップ、取材に応じるなどに取り組んでいます。

　　　※RANKAのホームページ：http://ranka21.blog.fc2.com/
【過去に行ったスピーチなど】
フェミニストカウンセリング学会、CAPセンター・JAPAN、北海道CAPをすすめる会、医療と患者の会、ヌエック分科会「男性性被害と強かん法の改正」（共同）、男のフェスティバル・豊中「考えよう、男たちに何ができるか：少年と男性に対する性的虐待男」（共同）、各大学など。
【費用など】

　ご相談下さい。
